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的面接を用い、３～６名のグループに分かれ、所要時間 35 ～ 45 分
のグループインタビューを行った。得られた 76 のデータは内容分

































































































募したい」は 44.3％と低かった。学年別の「応募したい」は 1 年生
87.5％と高く、2 年生 30.4％、3 年生 26.8％と低かった。研修に「行
きたい」かつ「応募したい」学生の理由（複数回答）は、「海外の人々
とのふれあい、多様な文化等の体験」84.6％、「外国に行ってみたい」
71.8％、「国際交流をしたい」64.1％が多かった。「行きたい」が「応
募したくない」理由は、「応募時のレポート」62.5％、「応募時の面接」
52.1％、「研修後の報告会」41.7％であった。「研修に行きたくない」
学生 46 人の理由（複数回答）は、「国外に出るのが怖い」56.5％、「お
金がかかる」54.3％、「全く興味がない」28.3％であった。専任教師
の「学生の応募したい理由」「応募したくない理由」については、
学生の結果とほぼ同じであった。教師は現行の海外研修に対する学
生の意識をほぼ推測できていた。
【結論】学生の 6 割は海外の人々との交流等海外研修に興味・関心
はあるが、応募者選抜のレポートや面接が応募を躊躇させているこ
とが考えられ、学生の動機を活かした新しい企画の必要性が示唆さ
れた。
